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はじめに
　秋田県の八郎潟は，昭和の大干拓工事によって，汽水
湖から淡水湖へと劇的な環境の変動を経験している場所
である（農林省構造改善局，1977）。干拓以前には，豊
かな干潟が広がり，生物相が豊富だったことが八郎潟学
術調査会（1965）による「八郎潟の研究」に記されている。
　干拓後の八郎潟は淡水湖となり，生物相の変化もみて
とれるのだが，特徴的なのは，目立たない生き物たちが
目立ってきたことである。例えば，大きさが数ミリ程度
のシマミズウドンゲという世界でも珍しい淡水生の内肛
動物（鳥海，1976；石井，1997，1998，2003 および未
発表），淡水海綿（鳥海，1976；石井・益田，2001；石井，
未発表），淡水ヒドラ（石井ら，2014），淡水コケムシ（鳥
海，1976；石井，1997，1998，2002，2003 および石井，
未発表）などがこれまでに見つかっている。
　八郎潟の環境が人為的かつ急速に変化したことにとも
ない，これまで生息していなかった生物（特に淡水生動
物）が新たに生息するようになったのである。本研究で

は，それら淡水生動物のなかで，カイミジンコ類に焦点
をあて，八郎潟におけるその生息と分布について報告す
る。
　淡水域には，体長数ミリメートル程度の大きさのカイ
ミジンコという仲間が生息している。カイミジンコは節
足動物門甲殻亜門貝形虫綱に属する水生動物で，二枚貝
様の背甲に付属肢が包まれた体制をとる。淡水生種の多
くは，単為生殖かつ乾燥環境に耐える耐久卵を産むた
め，汎世界的な分布を示すことが知られている（Meisch, 
2000；大久保，2004；Karanovic, 2012）。
　本研究の調査地点である秋田県八郎潟においては，筆
頭著者の石井によって 1996 年頃より淡水生カイミジン
コの存在が確認されていた。その後，石井ら（2017）は，
2015 年にカイミジンコの生息分布調査を行い，八郎潟
からはもちろん，秋田県内からも初報告となる淡水生カ
イミジンコを４種報告した。本研究はその続報であり，
2016 年の調査で新規に３種の生息を確認したのでここ
に報告する。
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表１

採集日
（気温等測定時刻）

採集地点名
（地点の場所）
（緯度，経度）

気温 水温 pH値
（pH値測定時水温） 採集個体数 属・種の同定結果

2016年10月15日
（12：04）

D地点（調整池南
湖岸の東部域）

（39°53’ 32” N，
140°01’ 37” E）

22.7℃ 17.2℃ 6.29
（19.5℃）

８個体と片殻
２個

Cypridopsis vidua
（ゴミマルカイミジンコ）

2016年10月20日
（13：29）

C°地点（調整池南
湖岸の中央域）

（39°54’ 55” N，
139°59’ 33” E）

13.0℃ 15.4℃ 6.39
（15.7℃）

１個体と片殻
１個

Cypridopsis vidua
（ゴミマルカイミジンコ）

2016年10月29日
（10：42）

B”地点（調整池南
湖岸の西部域）

（39°54’ 37” N，
139°57’ 59” E）

9.6℃ 11.0℃ 6.22
（11.7℃）

215 個体と片
殻42個

Cypridopsis vidua
（ゴミマルカイミジンコ）

2016年10月29日
（15：51）

L地点（西部承水
路東湖岸の北部
域）

（40°03’ 32” N，
139°57’ 52” E）

8.2℃ 10.0℃ 6.26
（9.5℃）

36個体と片殻
20個

Darwinula stevensoni
（ムカシカイミジンコ）

Candona sp.1

Candona sp.2

Physocypria nipponica
（イボオヨギカイミジンコ）

Fabaeformiscandona sp.
（マメガタカンドナの一種）

調査および方法
調査地点
　現在の八郎潟には大きく３つの水域がある。中央干拓
地の南側にあり貯水量が最大の調整池，中央干拓地の
東を流れる東部承水路，西を流れる西部承水路である。
2016 年にカイミジンコの採集を 3 つの水域で試みた。 

採集方法と固定方法
　すべてプランクトンネット法によって採集を試みた。
この方法は石井ら（2017）に記載のあるプランクトン
ネット法と同様である。以下，石井ら（2017）と重複
するが記述する。
　実際には，現地で胴長靴をはき，岸から膝下くらいま
での水深（約 50cm）のところで，胴長靴で湖底をかき
混ぜて泥をまきあがらせ，それを何度もプランクトン
ネットですくった。プランクトンネットの目開きは約
0.2mm 前後である。プランクトンネットの中身は，大
学に持ち帰った後，シャーレに移し，カイミジンコの有
無を肉眼あるいは実体顕微鏡下で調べた。カイミジンコ
がいた場合は 70％のエタノールで固定し保存した。 
　現地では，石井ら（2017）と同様に，気温・水温・
pH 値の測定もあわせて行った。気温・水温は一般的な
アルコール温度計を用いて行い，水温については水面下
約 10cm で測定した。pH 値は簡易 pH 計（佐藤計量器
製作所（株）社製）を用いて，約 100cc の容器に湖水を

とりその場で測定した。この時 pH 値測定時の水温もあ
わせて記録した。

カイミジンコの観察と同定
　エタノール中に保存したカイミジンコをペトリ皿に取
り，数回真水で洗浄した。その後，１個体を少しの真水
とともにプレパラートに乗せ解剖した。解剖には，ステ
ンレスの針金を削って作成した解剖針を用いた。まず両
殻を取り外し，その後軟体部を解剖し，付属肢ごとのパー
ツに分けた。プレパラートの封入にはガムクロラール系
封入材であるネオシガラール（志賀昆虫普及社）を使用
した。背甲は有孔虫スライド（岩本鉱産物商会）に乗せ
保存した。背甲と付属肢の形態を，実体顕微鏡または光
学顕微鏡下で観察し，記載論文や専門書を参照し同定を
行った。観察と同定の方法も石井ら（2017）と同様で
ある。

結果
採集地と採集個体数
　採集日（測定時刻），採集地点（緯度，経度），気温，水温，
pH 値（pH 値測定時水温），採集個体数，および属・種
の同定結果を表１に示した。また，気温・水温・pH 値
を測定した時刻を，測定時刻として記載している。採集
地点のアルファベット名は，石井ら（2017）と同様に，
石井・益田（2001）に基づいている。表１では，今回，
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淡水産カイミジンコが採集でき，かつ同定できた部分に
ついてのみ，その採集地点を，石井・益田（2001）と
同一のアルファベット地点名で示した。また，八郎潟の
３つの水域のそれぞれどこに位置するのかを明記した。
採集できたものは，完全個体ばかりでなく，片殻だけの
もの（遺骸）もあったが，それらについても数を記載した。
　D 地点からは，カイミジンコ８個体と片殻２個が得ら
れ，すべてについて種の判定はできなかったが，判定で
きた個体はすべて Cypridopsis vidua（ゴミマルカイミジ
ンコ）だった。
　C°地点からは， カイミジンコ１個体と片殻１個が
得 ら れ， 片 殻 は 判 定 で き な か っ た が， も う 一 方 は
Cypridopsis vidua（ゴミマルカイミジンコ）だった。
　B” 地点からは，カイミジンコ 215 個体と片殻 42 個
が得られ，すべてについて種の判定はできなかったが，
判定できた個体はすべて Cypridopsis vidua（ゴミマルカ
イミジンコ）だった。
　L 地点からは，カイミジンコ 36 個体と片殻 20 個が
得られ，すべての個体の種の判定はできなかったが，
Darwinula stevensoni（ムカシカイミジンコ），Candona 
sp.1，Candona sp.2，Physocypria nipponica（イボオヨ
ギカイミジンコ）および Fabaeformiscandona sp. を確
認した。Candona sp.1 は石井ら（2017）が報告してい
る Candona sp. と同じ種であり，未記載種の可能性が高
い。また，Candona sp.2 としたのは，Candona sp.1 と
明らかに形態に差異があるものの，１個体のみであり種
の同定ができなかったためである。Fabaeformiscandona 
sp. も種の同定ができなかった。
　2016 年の調査で C 地点（調整池南湖岸の中央域）

（39°54’ 34” N，140°01’ 04” E）から，カイミジンコ

の片殻を４個採集できたが，種の同定はできなかったた
め表には記載していない。この地点からは過去にゴミマ
ルカイミジンコと Bradleytriebella lineata が採集されて
いる。同様に，F’ 地点（調整池東湖岸の中部域）（39°
54’ 09” N，140°03’ 11” E）で，カイミジンコ２個体
を採集できたが，同定できなかった。この地点は 2016
年に初めて採集を試みた場所である。
　さらに，2016 年は，C’ 地点（調整池南湖岸の東部域）

（39°53’ 55” N，140°01’ 18” E）と G 地点（東部承水
路の東湖岸の南端部）（39°56’ 31” N，140°03’ 01” E）
でも採集を試みたが，カイミジンコは採集できなかった。
C’ 地点からは，過去にゴミマルカイミジンコが採集さ
れていた。G 地点は，2015 年にも採集を試みているが，
2015 年，2016 年ともにカイミジンコを採集できなかっ
た地点である。
　図１から図６に，それぞれ Cypridopsis vidua（ゴミ
マルカイミジンコ）（図１），Darwinula stevensoni（ム
カシカイミジンコ）（図２），Physocypria nipponica（イ
ボ オ ヨ ギ カ イ ミ ジ ン コ ）（ 図 ３），Candona sp.1（ 図
４），Candona sp.2（図５），および Fabaeformiscandona 
sp.（図６）の実体顕微鏡写真を示した。図１から図６
のすべてのカイミジンコは，固定後すぐに写真撮影した
ため，生体時とほぼ同じ色であった。

考察
八郎潟でのカイミジンコの採集結果と生息分布について
　2016 年の採集で L 地点から新たに３種の淡水生カイ
ミジンコ，Candona sp.2，Physocypria nipponica（イボ
オヨギカイミジンコ）および Fabaeformiscandona sp.　
が得られ，このうち Physocypria nipponica は秋田県内

表２

カイミジンコが採集された地点 カイミジンコの種類と採集年
B” 地点（調整池南湖岸の西部域）

（39°54’ 37” N，139°57’ 59” E）
Cypridopsis vidua（ゴミマルカイミジンコ）；2016 年

C°地点（調整池南湖岸の中央域）
（39°54’ 55” N，139°59’ 33” E）

Darwinula stevensoni（ムカシカイミジンコ）；2015 年
Cypridopsis vidua（ゴミマルカイミジンコ）；2015 年と 2016 年

C 地点（調整池南湖岸の中央域）
（39°54’ 34” N，140°01’ 04” E）

Bradleytriebella lineata；2015 年
Cypridopsis vidua（ゴミマルカイミジンコ）；2012 年と 2015 年

C’ 地点（調整池南湖岸の東部域）
（39°53’ 55” N，140°01’ 18” E）

Cypridopsis vidua（ゴミマルカイミジンコ）；2012 年

D 地点（調整池南湖岸の東部域）
（39°53’ 32” N，140°01’ 37” E）

Cypridopsis vidua（ゴミマルカイミジンコ）；2016 年

L 地点（西部承水路東湖岸の北部域）
（40°03’ 32” N，139°57’ 52” E）

Bradleytriebella lineata；2015 年
Darwinula stevensoni（ムカシカイミジンコ）；2016 年
Candona sp.1；2015 年と 2016 年
Candona sp.2；2016 年
Physocypria nipponica（イボオヨギカイミジンコ）；2016 年
Fabaeformiscandona sp.（マメガタカンドナの一種）；2016 年
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での生息の初報告となる。
　本研究も含め，これまでに八郎潟でカイミジンコを採
集できた地点と種類および採集年を表２にまとめた。石
井ら（2017）の報告と本報告を合わせると，現時点で
八郎潟には，７種の淡水生カイミジンコが生息分布して
いることになる。
　表２には，過去採集できた記録のみを記載しているた
め，採集を試みたが採集できなかったことについては記
載していない。これまでの調査結果を振り返ると，ある
年にカイミジンコがとれても，翌年には同じ種類のカイ
ミジンコが採集できなかった，ということがあった。逆
にある年に採集できなかった種類が翌年に採集できたこ
ともあった。さらに，東部承水路では，2015 年，2016
年に採集を試みたが，過去１個体もカイミジンコを採集
することができてない。2015 年の調査で２地点から採
集された Bradleytriebella lineata は，2016 年の調査では
１個体も採集できなかった。Bradleytriebella lineata の
生息とその出現は一過性だったのだろうか，それとも
2015 年から 2016 年にかけてちょうど消滅したのだろう
か。
　このように，八郎潟でカイミジンコの生息調査をする
と，なかなか再現性がとれないのは，八郎潟でのカイミ
ジンコの生息分布が年あるいは季節ごとに変動するから
なのだろうか，それとも調査不足なのだろうか。今後の
調査によってこれらも解明していきたい。
　現時点では，八郎潟の調整池には Darwinula stevensoni

（ムカシカイミジンコ），Cypridopsis vidua（ゴミマルカ
イミジンコ），および Bradleytriebella lineata の３種が，
そして西部承水路には Bradleytriebella lineata, Candona 
sp.1 Candona sp.2，Darwinula stevensoni（ムカシカイミ
ジンコ），Physocypria nipponica（イボオヨギカイミジ
ンコ）および Fabaeformiscandona sp. の６種が，それぞ
れ生息していたことになる。水域と生息分布が関係して
いるのかどうかも今後の課題である。
　現段階では，八郎潟で生息調査をすればするほど，新
記録のカイミジンコがみつかる，という状況にある。石

井ら（2017）が指摘するように，さらなる継続調査が
必要である。
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【図の説明】
図１： Cypridopsis vidua（ゴミマルカイミジンコ）の実体顕微鏡写真。右側観で背側が上である。スケールバーは 0.5mm。

写真の個体は調整池の C°地点から 2016 年 10 月 20 日に採集された。
図２： Darwinula stevensoni（ムカシカイミジンコ）の実体顕微鏡写真。左側観で背側が上である。スケールバーは 0.25mm。

写真の個体は西部承水路の L 地点から 2016 年 10 月 29 日に採集された。
図３： Physocypria nipponica（イボオヨギカイミジンコ）の実体顕微鏡写真。A；背面観で前側が右である。B；左側観で背

側が上である。C；右側観で背側が上である。D；腹面観で前側が上である。A， B，C，D すべてスケールバーは 0.25mm。
写真の個体は西部承水路の L 地点から 2016 年 10 月 29 日に採集された。

図４： Candona sp.1 の実体顕微鏡写真。右側観で背側が上である。スケールバーは 0.5mm。写真の個体は西部承水路の L 地
点から 2016 年 10 月 29 日に採集された。
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図５： Candona sp.2 の実体顕微鏡写真。左側観で背側が上である。スケールバーは 0.5mm。写真の個体は西部承水路の L 地
点から 2016 年 10 月 29 日に採集された。

図６： Fabaeformiscandona sp. の実体顕微鏡写真。A；左側観で背側が上である。B；右側観で背側が上である。C；背面観
で前側が右である。D；腹面観で前側が右である。A，B，C，D すべてスケールバーは 0.5mm。写真の個体は西部承
水路の L 地点から 2016 年 10 月 29 日に採集された。
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